
左より永田・中西。小泉・陳・市野。笹山（下）赤根さんらチュー太郎の皆さん

土
容
器

露
哩
唾
挫

蝉
醒
諦
糊
蝿
剖

話題のひろば

＜Ｉ＞

チ
ュ
ー
太
郎
の

古
稀
を
祝
う

８
１
１
１
１

如
月
１
日
の
夕
べ
・
生
田
神
社
会
館

で
〃
チ
ュ
ー
太
郎
の
古
稀
を
祝
う
会
″

が
開
か
れ
、
約
刷
名
が
集
っ
た
。

作
家
の
陳
舜
臣
氏
、
画
家
の
中
西
勝

氏
、
陶
芸
家
の
市
野
弘
之
氏
、
美
術
評

論
家
の
赤
根
和
生
氏
、
永
田
良
介
商
店

会
長
の
永
田
良
一
郎
氏
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
サ
ー
ビ
ス
Ｋ
Ｋ
の
小
泉
正
己
氏
ら
加

年
前
に
還
歴
を
祝
っ
た
メ
ン
バ
ー
に
、

新
顔
の
笹
山
幸
俊
神
戸
市
長
が
加
っ

て
、
甲
子
園
が
誕
生
し
た
子
年
生
れ
で

今
年
、
才
、
古
稀
を
迎
え
シ
ル
ク
ハ
ッ

ト
で
若
々
し
く
登
場
拍
手
を
浴
び
た
。

元
神
戸
新
聞
論
説
委
員
の
竹
田
洋
太
郎

氏
は
前
日
に
再
入
院
で
欠
席
。
（
残
念
）

先
輩
の
森
実
勉
氏
（
東
神
社
）
か
ら

激
励
の
言
葉
を
受
け
た
面
々
は
、
「
こ
れ

か
ら
は
仕
事
上
、
作
品
の
上
で
元
気
に

お
目
に
か
か
り
た
い
」
と
陳
舜
臣
氏
。

勝
つ
あ
ん
は
「
人
間
は
生
き
て
い
る

だ
け
で
値
打
ち
が
あ
る
」
と
咲
子
夫
人

と
〃
十
九
の
春
″
を
唄
い
、
作
陶
卵
周

年
を
迎
え
た
市
野
氏
は
「
仕
事
、
酒
に

恵
ま
れ
た
が
〃
恋
″
を
し
そ
ん
じ
た
」

と
。
車
椅
子
で
ガ
ン
と
闘
う
赤
根
氏
は

「
大
病
を
克
服
し
て
頑
張
り
た
い
」
。

「
神
戸
っ
子
と
オ
ー
ル
関
西
が
早
く
健

全
財
政
に
」
と
経
理
マ
ン
の
水
泉
氏
。

ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
フ
ュ
ア
神
戸
籾
を

成
功
さ
せ
一
一
期
目
の
市
長
選
に
挑
む
笹

山
氏
は
「
ま
だ
ま
だ
仕
事
を
せ
い
と
い

わ
れ
て
お
り
ま
す
」
と
意
慾
充
分
。
永

田
氏
は
「
加
年
後
の
会
を
楽
し
み
に
」

と
応
え
た
。

①

■
生
田
神
社
会
館
で
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第
十
七
回
井
植
文
化
賞
（
財
団
法
人

井
植
記
念
会
主
催
）
の
表
彰
式
が
、
九

月
十
一
日
、
井
植
記
念
館
（
垂
水
区
）

で
行
わ
れ
た
。

六
部
門
に
お
け
る
今
回
の
受
賞
者
は

大
前
哲
（
文
化
芸
術
）
、
加
藤
征
史
郎

（
科
学
技
術
）
、
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
在
宅
ケ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
ほ
ほ
え
み
」

（
社
会
福
祉
）
、
社
団
法
人
淡
路
青
年
会

議
所
（
地
域
活
動
）
、
「
播
磨
学
講
座
全

四
巻
」
（
報
道
出
版
）
、
海
星
病
院
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
（
国
際
交
流
）
の

個
人
・
団
体
。

当
円
は
、
井
植
貞
雄
側
井
植
記
念
会

理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
選
考
経
過
が
、

柴
田
仁
（
文
化
芸
術
）
、
尾
崎
叡
司
（
科

学
技
術
）
、
野
上
文
夫
（
社
会
福
祉
）
、

小
室
豊
允
（
地
域
活
動
）
、
松
田
職
二

（
報
道
出
版
）
、
住
野
和
子
（
国
際
交

流
）
各
氏
よ
り
報
告
さ
れ
、
賞
の
授
与

と
な
っ
た
。
次
い
で
受
賞
者
代
表
挨
拶

に
立
っ
た
桶
川
真
一
・
姫
路
凋
協
大
学

播
磨
学
研
究
会
代
表
は
、
「
受
賞
は
大

い
に
励
み
と
な
り
、
今
後
の
活
躍
の
弾

み
と
な
り
ま
す
」
と
、
受
賞
者
全
員
の

思
い
を
代
弁
。

表
彰
式
の
後
は
、
記
念
パ
ー
テ
ィ
。

地
域
活
動
部
門
の
選
考
委
員
で
も
あ
る

小
笠
原
暁
芦
屋
大
学
教
授
の
音
頭
で
乾

杯
、
和
や
か
な
歓
談
が
続
い
た
。

井
植
文
化
賞
の
受
賞
者
は
、
今
回
で

一
○
二
個
人
・
団
体
と
な
り
、
地
域
に

根
づ
い
た
賞
と
し
て
ゆ
る
ぎ
な
い
地
歩

を
築
い
て
い
る
。

驚
箪
一【

話題のひろば

需廻曇り鐸蚤昌天鱗箸冨迦1 ~ Z 士_ L 双Z ､ ．しず認､ ﾉ ﾋ ｰ ﾋ ( 国際套流と_認貞雄､橘川真一(報道出版) ､ 加藤征史郎（科学技術) 、後列左から３人目、大前哲（文化芸術) 、４人目、辰向信昔（地域活動）各氏。

#懸
蕊霊霜塞難

露
皇皇. . . : 息軸露；聯識字識瀞麗蕊蕊鵜鍵蕊蓮需『、磯爵挫騨無瀞録墨驚”i 』ｊＷ罰

＜Ⅱ＞

口
第
仰
回
井
植
文
化
賞
表
彰
式

地
域
で
の
地
道

な
活
動
を
顕
彰

擬
瀞

嬢、鍋
９
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蕊鴬

０
１
２
１
１

「
音
楽
と
舞
踏
を
通
し
て
友
情
の
輪
」

を
か
か
げ
る
社
交
団
体
〃
神
戸
ネ
オ
ト

ロ
ピ
カ
ル
協
会
″
の
第
超
回
大
夜
会
が

９
月
旭
口
の
夜
、
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ

ル
ホ
テ
ル
で
約
瓢
名
の
〃
ア
ー
バ
ン
・

リ
ゾ
ー
ト
・
パ
ー
テ
ィ
″
を
開
い
た
。

４
月
か
ら
９
月
迄
開
催
中
の
、
ア
ー

バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
フ
ェ
ア
神
戸
塊
に
ふ
さ

わ
し
く
テ
ー
マ
は
〃
花
と
小
鳥
と
果
物

の
パ
ラ
ダ
イ
ス
〃
・
森
美
代
子
会
長
は

「
不
透
明
な
時
代
に
こ
そ
、
潤
い
の
あ

る
人
間
関
係
を
」
と
森
の
女
神
と
な
っ

て
開
会
宣
言
。
幸
せ
の
バ
ー
ド
達
に
紛

し
た
台
湾
か
ら
の
ゲ
ス
ト
陳
城
栄
さ
ん

（
台
湾
シ
ー
グ
ラ
ム
会
長
）
や
、
東
京

か
ら
の
作
曲
家
・
高
木
東
六
さ
ん
、
ニ

ッ
カ
Ｋ
Ｋ
社
長
の
竹
鶴
威
さ
ん
、
川
崎

汽
船
取
締
役
の
吉
国
輝
雄
さ
ん
、
神
戸

は
大
月
真
珠
の
大
月
尋
男
社
長
、
オ
ー

ル
ス
タ
イ
ル
総
本
社
会
長
の
川
上
勉
さ

ん
ら
が
、
神
戸
の
女
性
達
に
エ
ス
コ
ー

ト
さ
れ
祝
杯
を
あ
げ
た
。
今
回
は
音
楽

は
、
片
岡
学
と
エ
ス
ク
ワ
イ
ア
ク
イ
ン

テ
ッ
ト
、
ま
た
ピ
ッ
グ
バ
ン
ド
・
モ
ダ

ン
タ
イ
ム
ス
の
小
気
味
よ
い
演
奏
。
司

会
は
玉
井
孝
さ
ん
。
シ
ョ
ー
タ
イ
ム

は
、
羅
清
水
さ
ん
の
イ
タ
リ
ア
・
中
国

の
歌
曲
。
ま
た
、
元
宝
塚
ス
タ
ー
の
瀬

戸
内
美
八
さ
ん
に
よ
る
新
曲
〃
フ
ロ
ー

リ
ー
の
ワ
ル
ツ
″
〃
フ
ル
ー
ツ
フ
ラ
ワ

ー
サ
ン
バ
″
（
小
泉
美
喜
子
作
詞
・
小

野
瀬
恒
一
作
曲
）
の
紹
介
が
会
場
を
盛

り
あ
げ
た
。
「
娼
回
目
も
チ
ャ
リ
テ
ィ

は
里
親
運
動
に
」
と
藤
本
ハ
ル
ミ
代
表

幹
事
か
ら
贈
ら
れ
た
。

灘

一
鐸蕊

綴

蕊繍繍繍i i i 識繍＃鱗;ii簿Ｗ『’蕊謹難鍵誇

話題のひろば
『

蕊
錘

左上ネオトロダンス教室のチャチャ／右上石川忠、藤本ハルミ、陳城栄、森会長、佐藤廉、高木東六、松山雅子、
竹鶴威さんら幸せのバード達／左下瀬戸内美八さんと合唱／中は羅清水さんの唄／右下フルーツフラワーサンバ風景。

蕊

懲翻
&■ざ

＜Ⅲ＞

縦i i 綱i 織総鵜

ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト

チ
ャ
リ
テ
ィ
大
夜
会

澱

』灘

錘

輯- , 口
第
個
回
神
戸
ネ
オ
ト
ロ
ピ
カ
ル
協
会
の

灘蕊駕篭
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ワ且駐四塁謹写一. づ咽跨r t ？

函Ｏ１２０－ＯＯ６４７７

:品川美容外科形成ﾀﾄ科
窓078(331)7183<女性〉
冠078(331)4102<男性〉

⑤ｔごり

一一望’ 並あ撤呼

診療時間〆州1 0 2 0 0 ~ f M 7 : 0 0 ( 年中無休）神戸市中央区三宮町
※各種クレジットカード・ローン可1 - 3 - 3 小林ビル6 Ｆ
｢天~辰~１０６<312)1420<女性〉函075(344)3386K女性〉

美しい歯並びは、
お口の健康の大切なキーポイント

U ｑ３‐ごＭＬｕ四ロト

鯛
当院は、歯科矯正の専門医院です。
歯並びが悪いと、、元の美感を損なうだけでなく、
虫歯や歯ぐきの病気にかかりやすくなったり、頭
痛、肩こり、胃弱をひきおこす原因となることも
あります。矯正治療は小中学生の頃に行うことが
多いのですが､大人になってからでも治療は充分
可能です。噛み合わせの・部分を治すだけでも、
大変良い結果が得られる事が多々あります。これ
らのことが気になる方は、是非一度ご相談下さい。

●診療時間
午前1 0時～1 2時3 0分
午後２時～６時3 0 分

●休診日
木曜・日畷・祝祭日

TEL･078-332-5735
鶏

神戸II f 8 1 1 央区北艮狭述1 - 2 - 2 エビスピル8Ｆ
〒6 5 0 （阪急~ 皇宮駅＃〔1 1 北側出1 J 向い）

吉田矯正歯科クリニック
●育成医療指定医協機関
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今
回
は
万
葉
恋
歌
を
題
材
に

し
た
関
西
初
演
と
な
る
三
木
稔

の
「
相
聞
Ⅲ
」
を
始
め
、
間
宮

芳
生
、
ス
ペ
イ
ン
の
作
曲
家
フ

ァ
リ
ャ
、
ア
メ
リ
カ
の
前
衛
的

作
曲
家
の
ア
イ
ヴ
ズ
な
ど
内
外

の
個
性
的
な
作
曲
家
の
作
品
を

取
り
上
げ
て
い
る
。

◇
日
時
如
月
釦
日
（
土
）

午
後
６
時
釦
分

◇
会
場
神
戸
文
化
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

◇
入
場
料
２
８
０
０
円

★
日
本
の
心
を
う
た
う

関
西
二
期
会
会
員
の
ソ
プ
ラ

＋川尚子さん

樫本幸三さんロ

’
1２２
１

江
さ
ん
、
そ
し
て
娘
２
人
を
加

え
た
５
人
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
よ

る
、
歌
あ
り
演
奏
あ
り
の
楽
し

い
コ
ン
サ
ー
ト
「
Ｆ
ｉ
ｆ
ｔ
ｙ

☆
３
世
代
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

リ
サ
イ
タ
ル

ラ
ジ
オ
や
ス
テ
ー
ジ
で
ボ
ー

カ
ル
、
Ｄ
Ｊ
と
し
て
活
躍
中
の

十
川
尚
子
さ
ん
が
、
母
の
得
津

奈
都
子
さ
ん
、
叔
母
の
十
川
千

『鮮麗欝識§Ｉ

只
儲
畦
厭
誰
群
珪
酢
・
‐
．
典

ら
」
「
浜
辺
の
歌
」
な
ど
代
表

的
な
日
本
の
将
情
歌
を
品
格
あ

る
歌
唱
で
歌
い
綴
る
。
同
題
の

Ｃ
Ｄ
リ
リ
ー
ス
記
念
も
兼
ね
た

今
回
は
ピ
ア
ノ
、
シ
ン
セ
サ
イ

ザ
ー
を
加
え
、
よ
り
幻
想
的
で

情
感
豊
か
な
ス
テ
ー
ジ
が
楽
し

め
る
で
あ
ろ
う
。

◇
日
時
Ⅷ
月
吃
日
（
金
）

午
後
７
時

◇
会
場
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

大
輪
田
の
間

◇
入
場
料
４
５
０
０
円

☆
プ
ロ
歌
手
生
活
加
年

松
本
幸
三
さ
ん
リ
サ
イ
タ
ル

☆
新
谷
湧
紀
の
世
界

さ
ん
ち
か
ダ
ウ
ン
の
黄
金

像
「
Ａ
Ｌ
Ｂ
Ａ
」
、
東
遊
園
地

の
彫
刻
時
計
の
黄
金
像
「
Ｍ

ＥＶＥＮＴ

ＴＯＰＩＣＳ

新谷壬秀紀さん

数
々
の
音
楽
賞
を
受
賞
し
て

い
る
テ
ノ
ー
ル
歌
手
の
松
本
幸

三
さ
ん
。
そ
の
歌
手
生
活
訓
年

を
記
念
し
、
独
唱
会
が
開
か
れ

る
。
テ
ー
マ
は
〃
う
た
い
ま
く

っ
て
釦
ね
ん
〃
・
オ
ペ
ラ
等
で
活

躍
し
て
い
る
松
本
さ
ん
だ
が
、

今
回
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
曲
も
多

く
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
フ
ァ

ン
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
そ
う

だ
。◇

日
時
側
月
叫
日
（
日
）

午
後
４
時

◇
場
所
神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル

◇
入
場
料
４
０
０
０
円

再
｛
ｉ
ｎ
貸
一
ｅ
ｒ
Ｓ
Ｃ
ｏ
ｎ
ｃ

ｅ
ｒ
ｔ
」
を
上
演
す
る
。

演
出
に
タ
レ
ン
ト
の
小
山
乃

里
子
さ
ん
、
司
会
に
毎
日
放
送

の
平
松
邦
夫
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を

迎
え
た
今
回
は
、
「
ウ
エ
ス
ト

サ
イ
ド
ス
ト
ー
リ
ー
」
の
メ
ド

レ
ー
を
メ
イ
ン
ナ
ン
バ
ー
に
、

５
台
の
ピ
ア
ノ
と
副
本
の
指
を

駆
使
し
た
３
世
代
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
サ
ウ
ン
ド
を
た
っ
ぷ
り
と
聴

か
せ
て
く
れ
る
。

◇
日
時
如
月
旭
日
（
金
）

午
後
６
時
加
分

◇
会
場
大
阪
リ
サ
イ
タ
ル
ホ
ー
ル

◇
入
場
料
５
０
０
０
円

◇
問
い
合
わ
せ
オ
フ
ィ
ス
・
チ
ャ
コ

窟
０
７
８
１
４
３
１
１
４
５
３
０

★
４
人
の
作
曲
家
に
挑
戦

高
い
評
価
を
得
て
い
る
歌
唱

力
で
常
に
意
欲
的
な
作
品
に
取

り
組
ん
で
い
る
関
西
一
一
期
会
会

員
の
水
津
節
子
さ
ん
が
ソ
プ
ラ

ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル
を
上
演
す
る
。

Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ａ
」
等
で
お
な
じ

み
の
新
谷
蕊
紀
さ
ん
が
彫
刻

展
を
開
く
。
イ
タ
リ
ア
彫
刻

芸
術
の
精
神
を
受
け
つ
ぐ
、

「
新
谷
玩
紀
の
世
界
」
で
あ

る
。

◇
日
時
加
月
１
日
（
金
）
１

，
月
幻
日
（
月
）

◇
会
場
神
戸
・
北
野
ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス

蕊醤蕊蕊

ノ
歌
手
足
立
輝
代
さ
ん
の
「
日

本
の
心
を
う
た
う
。
足
立
輝
代

リ
サ
イ
タ
ル
畑
」
が
神
戸
ポ
ー

ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
る
。

〃
日
本
の
う
た
″
を
ラ
イ
フ
ワ

ー
ク
と
す
る
足
立
さ
ん
の
集
大

成
と
し
て
の
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト

も
第
３
回
目
を
迎
え
、
「
さ
く 節子さん水深足立輝代さん
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んの絵をずっと掲載していますが、今
でも小磯先生が毎朝、虫の様にデッサ
ンをしておられたのが印象的ですね。
先生は人間が好きだから人間を描いて
野の花たちが好きで、モーツァルトが
好きで……。神戸のハイカラな伝統は
こういう先生方が作られたんだなあと
思います。いい文化をみんなに支えら
れながら、力を合わせて本作りを続け
ていきたいと思います｡ 」
☆マンスリーサロンご案内
●ファッション公開講座
講師立亀長三氏

<晶差歳急臭革デ蕊一夕_＞
日時１０月2 7 日（水）午後６時3 0 分
場所神戸市産業振興センター

３Ｆ大ホール
神戸市中央区東川崎町１－６－４ハー
バーランド内ＴＥＬ（0 7 8 ）3 6 0 - 3 1 9 9

一般会費2 , 5 0 0 円
器会員は無料ですが、ぜひ一般の方をお誘い下さ
い。

講演内容
今回も婦人服のみならず、紳士服、
シューズ、ディスプレイ等､ この８月。
９月に海外各地を廻って集めて来られ
た立亀先生の生の』情報を、スライド3 0 0
枚をまじえて、お話し頂きます。

コウベもファッション･ ソサエティ

｢ ここに神戸のハートがある」

角的な感覚があって、亀井一成さんが
おっしゃってましたが､ チンパンジー
にも好き嫌いがあるように、自分の体
質に合ったものを見つけることが、大
事だと思います。神戸は開港1 2 0 年､ 西
洋だけでなく、世界各国からの様々な
文化の影響で、ハイカラ伝統の文化を
形成してきました。階級や国を気にし
ない神戸独特な感覚は私が伝統のある
街岡山へ行って初めてわかりました。
「不易』－ずっと変わらないものと
『流行』－常に変わっていくもの、こ
の２つをいかに自分の中に取り入れて
いくか。私の場合は『神戸っ子』を通
して自分のずっとしてきたことが神戸
の街に投影するように､ 『不易』と『流
行」を選択しながら、感性を磨いてき
ました。神戸っ子の表紙に小磯良平さ

Sji謙;識鵬瀬卿棚鮮“｣面

今月のマンスリーサロンでは９月１７
日( 金) 午後６時3 0 分より、市民生協会
館で小誌編集長小泉美喜子による講演
が行われました。好感度シリーズ①
「ここに神戸のハートがある」と題し
て、編集という仕事を通して神戸の街
と深くかかわってきた経験に基づいた
講演でした。
｜現代は不透明な時代と言われてい

ますが、その中で『好感度』というこ
とが大切になってきたと思います。生
きていく上で『好き』というのが大事
なのではないでしょうか。私は神戸っ
子という雑誌を作っていますが、神戸
の街がとても好きなんです。戦争の時
に岡山に疎開したことがあるのですが
神戸の街が恋しくて、帰ってきた時は
本当に嬉しかったですね。動物には触

123

小
泉
美
喜
子

９
月
マ
ン
ス
リ
ー
サ
ロ
ン
の
よ
う
す

市
民
生
臨
に
て

砦翻駕: 宅呼
左右

識；
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：
灘

て
床
に
ス
プ
リ
ン
グ
が
入
っ
て
て
、
踊

る
と
床
が
揺
れ
た
も
ん
だ
。

④
踊
る
ジ
ャ
ズ
、
座
っ
て
聞
く
ジ
ャ
ズ

関
大
に
入
っ
た
僕
は
、
関
学
の
『
デ

キ
シ
ー
ラ
ン
ド
。
ハ
ー
ト
・
ウ
オ
ー
マ

ー
ズ
』
っ
て
い
う
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド

で
活
動
し
て
い
た
。
神
戸
ジ
ャ
ズ
を
ひ

っ
さ
げ
て
、
東
京
の
テ
レ
ビ
に
生
出
演

し
た
こ
と
も
あ
る
。
あ
ち
こ
ち
で
ア
ル

バ
イ
ト
演
奏
も
し
て
た
ん
だ
け
ど
、
キ

ャ
ン
プ
で
は
米
兵
の
い
い
音
楽
が
問
け

る
は
、
破
格
の
ギ
ャ
ラ
は
も
ら
え
る
は
、

食
粗
事
情
の
悪
い
当
時
、
お
い
し
い
食

物
に
あ
り
つ
け
る
は
、
言
う
こ
と
な
か

っ
た
な
ぁ
。
そ
の
う
ち
小
坂
明
子
の
お

父
さ
ん
の
努
氏
率
い
る
コ
ン
ボ
に
入
っ

て
、
プ
ロ
と
ア
マ
の
２
足
の
わ
ら
じ
を

は
い
て
た
。
そ
の
頃
に
は
、
ダ
ン
ス
音

楽
が
主
体
だ
っ
た
ジ
ャ
ズ
も
、
座
っ
て

デキシーランド･ ハート・ウォーマーズ。トランペットは片岡学氏

霞。…雑鉾懲…霧嬢穆鱗『齢詳瞥麓繍議議…. ‘" 諭蕊電……画誌鮭一＆

③
地
震
が
と
り
も
つ
神
戸
と
ジ
ャ
ズ

－
９
２
３
年
の
関
東
大
震
災
で
、
横

浜
港
が
使
用
不
可
能
に
。
そ
れ
ま
で
横

浜
港
を
利
用
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
航
路

の
船
が
、
神
戸
港
へ
入
る
よ
う
に
な
っ

て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス

ト
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
キ
ー
コ
に
代
表

さ
れ
る
ジ
ャ
ズ
マ
ン
達
が
、
神
戸
に
上

陸
し
始
め
た
ん
で
す
。
オ
リ
エ
ン
タ
ル

ホ
テ
ル
に
キ
ー
コ
は
居
つ
い
た
ん
だ
か

ｱ ０１Ｗ
を
神
戸
の
ジ
ャ
ズ
と
共
に
歩
ん
で
来
ら
れ
た
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト

の
小
曽
根
実
さ
ん
に
、
と
っ
て
お
き
の
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

鍔翻＝(

今
年
は
神
戸
ジ
ャ
ズ
誕
生
加
年
目
。
そ
こ
で
今
回
は
、
半
世
紀

小
曽
根
実

八
ジ
ャ
ズ
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
Ｖ

ＪＡＺＺ
7 可０ＷⅣ蒔誇ﾛ １

罷
要 ;鐘i鶏

ら
、
ま
さ
に
今
日
は
ジ
ャ
ズ
ゆ
か
り
の

地
で
、
神
戸
の
ジ
ャ
ズ
に
つ
い
て
お
話

し
さ
せ
て
も
ら
う
わ
け
で
す
ね
。

●
ダ
ン
ス
禁
止
令
と
神
戸
ジ
ャ
ズ

当
時
、
塩
屋
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
や

神
戸
ク
ラ
ブ
で
、
連
日
外
国
人
パ
ー
テ

ィ
ー
が
開
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
日
本

人
に
も
飛
び
火
し
て
、
あ
ち
こ
ち
で
ダ

ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
や
っ
て
た
。
と
こ
ろ

が
、
し
ば
ら
く
し
て
大
阪
で
ダ
ン
ス
禁

誹
令
止
が
出
て
。
で
も
神
戸
に
は
出
な
か

率
っ
た
か
ら
、
大
勢
人
が
集
ま
っ
た
。
こ

、皿
れ
が
、
ジ
ャ
ズ
が
神
戸
に
根
付
い
た
大

域
き
な
理
由
の
ひ
と
つ
や
な
。

鋤
戦
後
に
な
る
と
、
関
学
や
ら
甲
南
の

る麺
学
生
も
詰
め
か
け
て
。
女
の
子
は
み
ん

ょ
な
落
下
傘
ス
カ
ー
ト
で
、
ジ
ャ
ズ
に
合

絹
わ
せ
て
踊
る
わ
け
、
尼
崎
の
ダ
ン
ス
ホ

毒
－
ル
や
宝
塚
会
館
で
。
宝
塚
会
館
な
ん

一
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
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神戸市中央区北野町２－９－２２
０７８（222）２００１

聞
く
音
楽
に
な
っ
て
き
て
い
た
。
「
座

っ
て
聞
く
ジ
ャ
ズ
」
の
発
展
に
貢
献
し

た
の
は
、
ラ
ジ
オ
関
西
の
末
広
光
夫
さ

ん
と
、
『
レ
ス
ト
ラ
ン
ソ
ネ
』
の
マ
マ

さ
ん
。
そ
れ
ま
で
神
戸
の
ジ
ャ
ズ
は
、

亘
・
ヘ
ン
』
や
『
銀
馬
車
』
な
ど
の
ジ

ャ
ズ
喫
茶
、
『
新
世
紀
』
や
『
北
野
ク

ラ
ブ
』
『
ナ
イ
ト
＆
デ
イ
』
な
ど
の
ダ

ン
ス
ク
ラ
ブ
の
も
の
だ
っ
た
。
な
の
に

『
ソ
ネ
』
の
マ
マ
は
、
本
格
的
ジ
ャ
ズ

ラ
イ
ブ
の
店
を
作
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
か

ら
。
そ
れ
も
そ
れ
ま
で
の
旅
館
経
営
を

す
っ
ぱ
り
止
め
て
。

●
こ
れ
か
ら
の
神
戸
ジ
ャ
ズ

今
後
も
僕
達
は
神
戸
で
、
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
な
ジ
ャ
ズ
を
演
奏
し
て
い
く
。
こ

の
間
も
店
に
来
た
若
い
子
が
、
古
い
ナ

ン
バ
ー
の
曲
を
リ
ク
エ
ス
ト
し
て
き
た

ん
だ
。
そ
れ
ま
で
聞
い
て
た
ロ
ッ
ク
や

フ
ォ
ー
ク
と
ま
た
違
・
っ
て
、
親
が
聞
い

て
た
ジ
ャ
ズ
が
、
新
鮮
に
聞
こ
え
た
ん

神戸市中央区中山手通１－２２－１０
ゾウピル２Ｆ
078（231）３３００

ｅ
側
・
神
戸
。
ジ
ャ
ズ

神
戸
に
ジ
ャ
ズ
が
誕
生
し
て
か
ら

今
年
で
而
年
。
こ
れ
を
記
念
す
る
意

味
で
、
ま
た
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
フ

ュ
ァ
神
戸
朔
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
様

々
な
ジ
ャ
ズ
に
触
れ
る
機
会
が
多
か

っ
た
年
で
は
あ
る
が
、
そ
の
ト
リ
を

飾
る
の
が
恒
例
と
な
っ
た
「
Ｋ
Ｏ
Ｂ

Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
」
。

如
月
加
。
ｎ
日
と
連
休
に
あ
た
る
の

で
、
散
歩
が
て
ら
ワ
シ
・
ヘ
ン
を
胸
に

北
野
の
各
会
場
を
訪
ね
て
回
る
の
も

楽
し
い
だ
ろ
う
。

出
演
者
は
、
秋
満
義
考
（
固
）
、

北
村
英
治
（
ｏ
ｇ
、
光
井
章
夫
（
弓
ロ
）

な
ど
実
力
あ
る
ジ
ャ
ズ
メ
ン
の
ほ
か

に
桑
海
外
か
ら
ジ
ャ
ズ
・
オ
マ
テ
ィ

ッ
ク
・
フ
ォ
ア
や
香
港
ニ
ュ
ー
オ
リ

ン
ズ
。
カ
ル
テ
ッ
ト
な
ど
有
名
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
多
数
参
加
。
加
え
て
６

月
に
行
わ
れ
た
「
ジ
ャ
ズ
・
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
」
で
最
優
秀
賞
を
と
っ
た

中
央
大
学
の
ス
ウ
ィ
ン
グ
・
ク
リ
ス

タ
ル
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
は
必

聴
に
値
す
る
。

神戸市中央区加納町２－１３－７
０７８（271）２１１１

tIシトッーレ

や
る
な
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
ジ
ャ
ズ
は
、

親
の
世
代
か
ら
子
の
世
代
に
、
ず
っ
と

引
き
継
が
れ
て
い
く
と
思
う
。

ア
メ
リ
カ
な
ん
か
で
は
、
ジ
ャ
ズ
と

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
接
点
な
ん
て
ザ
ラ
。
で

も
日
本
で
は
「
ジ
ャ
ズ
な
ん
て
」
と
い

う
空
気
が
ま
だ
あ
る
。
人
間
だ
か
ら
、

好
き
嫌
い
は
言
っ
て
も
い
い
け
ど
良
い

悪
い
は
言
っ
ち
ゃ
ダ
メ
だ
。
と
に
か
く

こ
れ
か
ら
も
ジ
ャ
ズ
は
、
酒
を
通
し
て

楽
し
め
る
、
楽
し
い
音
楽
で
あ
り
続
け

る
よ
。
（
於
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
） 東京の日本テレビに乗り込んで。

昭和2 9 年1 2 月1 2 日

125

ji嬢ｼK坂
篇

ホテルグラシドビスタ
神戸･ 北野

神戸市中央区中山手通１－２２－１０
ゾウピル６Ｆ
078（221）３８８６

躯，
ＡＬＢＡ７１ＲＱＳＳ

神戸フ雪ルj ヒトロス
ジャズライブハウス

ミュージカル・ステージ
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定
し
て
い
く
こ
と
へ
の
援
助
が
ほ
し
い
」
と
強
い
主
張
が

行
な
わ
れ
た
。

最
近
、
こ
う
し
た
ハ
ン
デ
ィ
を
も
つ
人
た
ち
自
身
が
声

を
出
し
、
権
利
を
主
張
す
る
動
き
が
出
て
く
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
れ
と
共
に
、
ハ
ン
デ
ィ
を
も
つ
人
た
ち
に
対
し

て
貼
ら
れ
て
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ッ
テ
ル
や
表
現
を
改
め

て
い
こ
う
と
い
う
動
き
も
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
。
先
月
号

で
こ
の
用
語
問
題
に
触
れ
た
が
、
こ
の
問
題
に
積
極
的
に

取
り
く
ん
で
い
る
横
浜
市
立
大
学
の
伊
藤
隆
二
教
授
は
用

語
問
題
の
講
演
で
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

「
用
語
は
そ
の
社
会
の
文
化
を
反
映
し
て
い
る
し
、
用
語

で
そ
の
社
会
の
文
化
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
用
語
問

題
の
背
景
に
は
現
代
社
会
の
三
つ
の
論
理
が
あ
る
。
一
つ

は
力
の
論
理
。
能
力
の
高
い
者
、
強
い
者
が
ト
ク
を
し
て

尊
敬
さ
れ
る
が
逆
の
者
は
侮
辱
さ
れ
る
。
二
つ
は
経
済
の

論
理
。
儲
か
る
こ
と
は
善
い
こ
と
で
、
生
産
力
の
な
い
も

の
は
大
事
に
さ
れ
な
い
。
三
つ
は
異
質
排
除
の
論
理
。
ハ

今
年
の
七
月
に
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
市
で
「
第
三
回
ピ

ー
プ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
会
議
」
が
開
か
れ
た
。
今
年
の
会
議

に
は
詔
の
国
と
地
域
か
ら
一
三
○
○
人
が
参
加
し
た
が
、

こ
れ
は
加
年
前
の
第
一
回
の
会
議
の
十
倍
の
参
加
者
数
で

あ
っ
た
。
今
回
、
日
本
か
ら
も
初
め
て
八
○
人
が
参
加
し

た
。
こ
の
会
議
は
「
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
も
つ
者
で
あ
る

前
に
人
間
で
あ
る
」
こ
と
を
主
張
す
る
、
知
力
に
ハ
ン
デ
ィ

を
も
つ
人
た
ち
自
身
に
よ
る
権
利
擁
謹
の
運
動
で
あ
る
。

各
国
や
地
域
か
ら
集
ま
っ
た
知
力
に
ハ
ン
デ
ィ
を
も
つ

人
た
ち
は
次
々
と
マ
イ
ク
の
前
に
立
っ
て
「
障
害
者
と
い

う
ラ
ベ
ル
を
貼
ら
れ
る
の
は
イ
ヤ
だ
」
「
私
た
ち
も
人
間

な
の
で
す
。
差
別
を
し
な
い
で
」
と
口
々
に
訴
え
た
。

施
設
で
暮
ら
す
人
た
ち
か
ら
は
施
設
内
で
の
上
下
関
係

や
保
護
す
る
者
と
さ
れ
る
者
と
い
う
立
場
へ
の
不
満
か
ら

「
も
う
管
理
さ
れ
る
の
は
ゴ
メ
ン
だ
」
「
何
も
で
き
な
い

赤
ん
坊
の
よ
う
に
扱
わ
な
い
で
」
「
施
設
を
な
く
せ
」
な

ど
次
々
と
意
見
が
出
さ
れ
、
「
自
分
の
生
活
を
自
分
で
決

用
語
問
題
が
問
い
か
け
る
も
の

１
１２６
１

鍵

－－一一
瀞

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

福稗
芳喜
街
'二

＜237＞

用露問題について講減を
する偉燃隆気教授

橋
本
明
く
鑑
識
蕊
霊
〉霞

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
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弓濯護り

；
蕊騨醗

語窓

鍵
鱗
》

蕊蕊蕊

瀞露蕊蕊蕊議; 蕊

ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
負
っ
て
い
る
者
は
教
育
機
関
や
職
場

か
ら
締
め
出
さ
れ
る
。
用
語
問
題
は
こ
の
三
つ
の
論
理
を

肯
定
す
る
所
か
ら
出
て
く
る
。
た
と
え
ば
「
障
害
者
」
ｌ

さ
し
さ
わ
り
が
あ
っ
て
じ
ゃ
ま
な
人
、
と
誤
解
さ
れ
る
。

「
精
神
薄
弱
者
」
ｌ
こ
こ
ろ
が
弱
い
人
、
人
格
に
欠
陥
の

菰
達
も
人
間
で
す
。
差
別
し
な
い
で
」
あ
る
人
、
と
誤
解
さ
れ
る
。

』
嘩
塞
蓋
畦
副
樟
宅
挙
諏
塞
誰
唾
峨
志
「
更
生
」
ｌ
廃
品
の
再
利

ル
フ
ァ
ー
ス
ト
会
議
の
参
加
者
た
ち
．
用
を
意
味
す
る
が
「
…
…

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
よ
り
）

て
国
語
辞
典
や
百
科
事
典
な
「
精
神
薄
弱
」
の
記
述
に
つ
い
て
報
道

ど
に
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
さ
れ
た
新
聞
や
機
関
紙

て
い
る
か
を
灼
冊
を
対
象
に
調
べ
た
と
こ
ろ
「
精
神
薄
弱

の
原
因
は
約
印
％
が
遺
伝
」
と
か
「
両
親
と
も
低
い
知
能

の
持
ち
主
で
あ
る
と
、
そ
の
子
供
も
低
く
な
る
」
な
ど
根

拠
の
な
い
記
述
が
あ
っ
た
り
「
精
神
、
知
能
の
遅
れ
が
恒

久
的
で
あ
る
。
発
達
が
停
止
し
て
い
る
」
な
ど
問
題
の
あ

る
記
述
が
釦
冊
に
も
認
め
ら
れ
た
り
「
知
能
だ
け
で
な
く

全
人
格
の
欠
陥
を
持
っ
て
い
る
」
な
ど
人
権
を
侵
害
す
る

説
明
も
あ
り
、
こ
う
し
た
記
述
が
読
者
に
誤
っ
た
先
入
観

を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

こ
う
し
た
用
語
に
つ
い
て
厚
生
省
の
研
究
班
も
見
直
し

を
検
討
中
で
近
く
報
告
書
が
出
さ
れ
る
予
定
だ
。

用
語
問
題
は
単
に
言
葉
や
表
現
を
変
え
れ
ば
す
む
こ
と

で
な
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
大
切
な
の
は
こ
の
こ
と

を
通
し
て
私
た
ち
一
人
一
人
の
内
面
に
あ
る
差
別
意
識
を

し
っ
か
り
と
見
つ
め
直
し
、
現
代
社
会
の
論
理
や
価
値
観

を
見
直
し
て
み
る
こ
と
だ
。
用
語
問
題
は
そ
れ
を
問
い
か

け
て
い
る
。

を
下
に
見
下
げ
る
よ
う
な
用

語
、
人
権
を
侵
害
す
る
用
語

は
す
べ
て
廃
語
に
す
べ
き
。

害
、
劣
、
弱
、
遅
、
低
、
不
、

無
、
障
、
愚
、
痴
、
呆
、
欠
、

廃
、
薄
、
滞
な
ど
の
漢
字
を

「
人
」
の
頭
に
つ
け
な
い
こ

と
。
」
と
考
え
を
の
べ
て
い

る
。「

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
」

で
は
「
精
神
薄
弱
」
に
つ
い

ｌ
ｌ２７
ｉ

：‘
お望韓

:;射撰篭

鴬
ＩＷ１

霧
噴
驚
葱

材
」
「
矯
正
」
「
判
別
」
「
鑑

別
」
「
痴
呆
」
「
特
殊
」
「
処

遇
」
な
ど
問
題
に
な
る
用

語
が
印
ほ
ど
あ
る
。

こ
れ
か
ら
用
語
を
変
え

る
場
合
、
基
本
は
人
権
尊

重
と
い
う
視
点
か
ら
変
え

て
い
く
こ
と
。
不
快
感
を

与
え
る
用
語
、
科
学
的
に

間
違
っ
て
い
る
用
語
、
人

更
生
施
設
」
が
法
律
用
語

に
な
っ
て
い
る
。
「
措
置
」

ｌ
こ
の
子
を
施
設
へ
措
置

す
る
、
と
い
う
い
い
方
が

さ
れ
る
が
、
措
置
と
は
厄

介
な
問
題
と
か
扱
い
方
の

困
難
な
物
や
人
に
使
わ
れ

る
言
葉
。
「
教
鞭
を
執
る
」

ｌ
鞭
で
打
っ
て
い
う
こ
と

き
か
せ
る
こ
と
。
「
投
薬
」

ｌ
医
者
が
病
人
に
薬
を
投

げ
て
与
え
た
と
こ
ろ
か
ら

で
た
言
葉
。
他
に
も
「
人
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音
楽 公演に向けて恵欲満々の劇団ふお

るむの面々。

汁
ソ
ン
グ
・
オ
ブ
・
サ
イ
ゴ
ン

八
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場
開
場
５

周
年
記
念
公
演
Ｖ

加
／
７
（
木
）
Ｉ
加
／
型
（
日
）

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場
‐

Ｓ
席
７
０
０
０
円
Ａ
席
４
０
０
０
円

ベ
ト
ナ
ム
戦
時
下
、
釦
唾
追
カ

メ
ラ
マ
ン
、
従
車
ド
ク
タ
ー
、

日
系
１
世
の
ア
メ
リ
カ
兵
、
日

本
人
病
野
佳
マ
ン
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
様
々
な
想
い
を
抱

き
な
が
ら
、
陥
落
直
前
の
サ
イ

ゴ
ン
で
力
強
く
生
き
た
男
た
ち

と
、
彼
ら
の
心
の
支
え
と
な
っ

た
ひ
と
り
の
シ
ョ
ー
ダ
ン
サ
ー

の
害
星
存
の
軌
跡
。

今
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
界
の
ト

ッ
プ
ス
タ
ー
鳳
蘭
を
主
役
に
、

上
催
恒
彦
、
大
谷
亮
介
が
脇
を

固
め
た
今
作
品
は
、
咋
煙
午
の
東

京
パ
ル
コ
劇
場
で
の
公
演
も
大

成
功
を
納
め
て
い
る
、
こ
の
秋

見
の
が
せ
な
い
作
品
で
あ
る
。

館
Ｓ
席
６
５
０
０
円
Ａ
席
５
５
０

０
円
Ｂ
席
４
５
０
０
円

ム
ー
ド
・
ス
ト
リ
ン
グ
ス
の

至
宝
、
マ
ン
ト
ヴ
ァ
ー
ニ
・
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
の
６
度
目
の
来
日

公
演
。今

は
亡
き
リ
ー
ダ
ー
の
マ
ン

ト
ヴ
ァ
ー
ニ
の
音
楽
性
を
継
承

し
、
世
界
各
国
で
奏
で
続
け
て

い
る
サ
ウ
ン
ド
は
、
ム
ー
ド
音

楽
の
真
髄
で
あ
り
、
世
代
を
超

え
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
音
楽
。

「
シ
ャ
ル
メ
ー
ヌ
」
「
慕
情
」

「
ヴ
ェ
ニ
ス
の
夏
の
日
」
な
ど

の
幸
具
栄
に
浸
っ
て
秋
の
夜
を
満

喫
で
き
る
。

亀
※
。

☆
水
窪
節
子

ソ
プ
ラ
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

八
第
則
回
あ
じ
さ
い
音
楽
会
Ｖ

㈹
／
釦
（
土
）
旧
時
釦
分

神
戸
文
化
ホ
ー
ル
・
中
ホ
ー
ル

入
場
料
２
８
０
０
円
（
全
席
自
由
）

関
西
二
期
会
オ
ペ
ラ
公
演
の

「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」
の
ケ
ル

ビ
ー
ノ
で
デ
ビ
ュ
ー
後
、
数
多

く
の
オ
ペ
ラ
、
コ
ン
サ
ー
ト
に

出
演
し
、
そ
の
歌
唱
力
で
高
い

評
価
を
得
て
い
る
水
津
節
子
の

☆
劇
団
ふ
ぉ
る
む
切
秋
公
演

「
火
の
よ
う
に
さ
み
し
い
姉

が
い
て
」
作
／
清
水
邦
夫

八
伽
芦
屋
市
民
文
化
祭
参
加
Ｖ

畑
／
羽
（
土
）
妙
時
的
／
型
（
日
）
旧
時

芦
屋
ル
ナ
ホ
ー
ル
一
般
当
日
２
５
０

０
円
高
校
生
以
下
当
日
２
０
０
０
円

新
宿
ア
ー
ト
シ
ァ
タ
ー
に
て

毎
年
演
出
家
婚
川
幸
雄
と
組
み

若
者
の
生
き
ざ
ま
を
反
映
し
た

作
品
を
発
表
し
、
そ
の
確
か
な

作
劇
術
と
魅
力
あ
る
台
詞
で
、

多
く
の
俳
像
と
観
客
を
魅
了
し

続
け
て
い
る
現
代
日
本
を
代
表

す
る
劇
作
家
の
一
人
、
清
水
邦

夫
の
作
品
を
劇
団
ふ
ぉ
る
む
の

役
者
達
が
演
じ
る
意
欲
的
な
舞

ム
ロ
◎☆

マ
ン
ト
ヴ
ァ
ー
ニ
・
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
指
揮
／
リ
チ
ャ
ー

ド
・
コ
ー
ミ
エ

Ⅲ
／
２
（
火
）
⑲
時
開
演
神
戸
国
際
会

国

リチャード・コーミエ

ソ
ロ
・
リ
サ
イ
タ
ル
。

間
宮
芳
生
「
日
本
民
謡
集
」

よ
り
草
切
節
、
こ
き
り
こ
他
数

曲
、
フ
ァ
リ
ャ
「
七
つ
の
ス
ペ

イ
ン
民
謡
」
全
曲
な
ど
、
意
欲

的
な
作
品
を
揃
え
て
お
り
、
楽

し
み
な
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
っ
て

い
る
。

☆
滝
え
り
子
コ
ン
サ
ー
ト

魅
惑
の
宵
を
あ
な
た
と

Ⅷ
／
６
（
土
）
開
場
Ⅳ
時
刃
分
開
演
肥

時
卵
分
神
戸
国
際
会
館
大
ホ
ー
ル

前
売
５
０
０
０
円
当
日
５
５
０
０
円

ジ
ャ
ズ
・
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で

お
な
じ
み
の
神
戸
ア
ル
バ
ト
ロ

ス
の
マ
マ
滝
え
り
子
の
コ
ン
サ

ー
ト
。Ａ

列
車
で
行
こ
う
、
ジ
ャ
ニ

ー
ギ
タ
ー
、
魅
惑
の
ワ
ル
ツ
、

日
曜
は
だ
め
上
な
ど
懐
し
い

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
ジ
ャ
ズ
。
ナ

ン
バ
ー
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て

騒画懇蝉

１
１２８
１
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篭

容
と
な
っ
て
い
る
。

指
揮
／
編
曲
田
中
克
彦

司
会
小
山
乃
里
子

美
術

繊細な演技を見せるメル・ギプソン

お
り
、
青
春
の
思
い
出
に
浸
り

な
が
ら
魅
惑
の
雷
を
過
せ
る
内

☆
ス
ペ
イ
ン
か
ら
の
手
紙

加
／
９
か
ら

神
戸
国
際
に
っ
か
つ

ス
ペ
イ
ン
の
北
西
部
、
ガ
リ

シ
ア
地
方
オ
レ
ン
セ
の
町
に
シ

ル
バ
神
父
が
訂
年
前
に
巧
人
の

子
供
た
ち
を
連
れ
て
建
国
し
た

「
ベ
ン
ポ
ス
タ
子
ど
も
共
和
国
」

を
舞
台
に
、
日
本
と
ス
ペ
イ
ン

遠
く
離
れ
て
暮
ら
す
こ
と
に
な

っ
た
兄
弟
と
、
そ
ん
な
２
人
を

暖
く
迎
え
て
く
れ
る
シ
ル
バ
神

父
、
そ
し
て
２
人
の
懸
け
橋
に

な
っ
て
く
れ
る
日
本
人
通
訳
の

女
性
と
の
心
暖
ま
る
ヒ
ュ
ー
マ

ン
・
ス
ト
ー
リ
ー
。

出
演
／
緒
方
直
人
。
原
田
知
世

藤
田
ま
こ
と
・
佐
久
間
良
子

蕊 ！

輯

ト
ー
マ
ス
・
ミ
ン
ト
ン
に
よ

っ
て
設
立
さ
れ
て
以
来
、
そ
の

卓
越
し
た
技
術
が
高
い
評
価
を

得
、
英
国
王
室
や
世
界
各
国
の

王
室
か
ら
の
注
文
を
受
け
、
日

本
で
も
人
気
の
高
い
ミ
ン
ト
ン

の
加
周
年
を
記
念
し
て
の
フ
ェ

ア
。
ミ
ン
ト
ン
の
初
期
か
ら
現

代
に
至
る
ま
で
の
歩
み
を
６
つ

の
サ
ブ
テ
ー
マ
に
分
け
、
英
国

Ⅷ
／
調
（
木
）
ｌ
Ⅷ
／
２
（
火
）
加
時
ｌ
旧

時
大
丸
神
戸
店
７
Ｆ
特
別
ホ
ー
ル

入
場
無
料

映
画

番

畦F …目錨

☆
顔
の
な
い
天
使

弧
年
正
月
口
ｌ
ド
シ
ョ
ー

「
マ
ッ
ド
マ
ッ
ク
ス
」
「
リ

ー
サ
ル
・
ウ
エ
ポ
ン
」
で
ア
ク

シ
ョ
ン
ス
タ
ー
の
頂
点
を
極
め

た
メ
ル
・
ギ
ブ
ソ
ン
が
、
初
監

督
、
主
演
で
新
境
地
を
み
せ
る
、

涙
と
感
動
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ド

ー
フ
マ
。舞

台
は
ア
メ
リ
カ
北
東
部
。

教
え
子
を
不
慮
の
事
故
で
殺
し

て
し
ま
っ
た
元
教
師
と
崩
壊
し

た
家
庭
か
ら
逃
げ
て
き
た
少
年

が
出
会
い
、
や
が
て
心
を
通
い

合
わ
せ
る
よ
う
に
な
る
…
。

１
１２９
１

ｖ
第
相
回
愛
の
手
バ
ザ
ー

家
庭
を
失
っ
た
子
供
た
ち
に
里
親

を
求
め
る
〃
里
親
運
動
″
を
す
す
め

る
た
め
に
、
如
月
の
里
親
月
間
に
開

催
さ
れ
る
バ
ザ
ー
に
品
物
の
ご
寄
附

幸
せ
。と

き畑／
”
（
水
）
加
時
ｌ
旭
時

と
こ
ろ

神
戸
市
立
婦
人
会
館
４
階
・
５
階

問
合
せ

社
団
法
人
家
庭
養
謹
促
進
控
会

意
（
０
７
８
）
３
４
１
１
５
０
４
６

※
サ
ン
テ
レ
ピ
主
催
「
カ
ネ
ポ
ウ
ッ
ヤ

コ
ー
ト
映
画
試
写
会
」
の
お
知
ら
せ

日
時
Ⅱ
月
旧
日
（
木
）
旧
時
釦
分
開
演

場
所
神
戸
国
際
会
館

左
記
「
顔
の
な
い
天
使
」
の
試
写
会
ご

招
待
券
と
「
ツ
ヤ
コ
ー
ト
」
現
品
を
加

名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
「
試
写
会
」
と

書
い
て
モ
ダ
ン
カ
ル
チ
ャ
ー
係
ま
で
。

締
切
は
ｍ
／
訓
蓋
。

：
Ｉ

さ
ニ
ン
ト
ン
ニ
百
周
年

記
念
フ
ェ
ア

鰯

☆
オ
ペ
ラ
「
蝶
々
夫
人
」

ｍ
／
鋤
（
土
）
狸
時
神
戸
文
化
ホ
ー

ル
Ｓ
席
４
１
２
０
円
Ａ
席
３
４

０
０
円
学
生
２
０
６
０
円

☆
歴
史
に
触
っ
た
女

、
／
狸
（
金
）
、
４
必
（
日
）
新
神
戸
オ

リ
エ
ン
タ
ル
劇
場
Ｓ
席
５
０
０
０

円
Ａ
席
３
０
０
０
円

:蕊懸，

ミ
ン
ト
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
所
蔵

作
品
を
初
め
、
貴
重
な
品
を
展

忽
鴇

示
す
る
。

加
周
年
記
念
特
別
限
定
商
品

の
展
示
、
販
売
も
あ
り
。

☆
ａ
ｂ
シ
ネ
マ

キ
ャ
サ
リ
ン
・
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
特
集

旅
悩
、
／
お
Ｉ
錐

ア
フ
リ
カ
の
女
王
ｍ
／
”
ｌ
”

☆
シ
ネ
モ
ザ
イ
ク

ア
ラ
ジ
ン
上
映
中

ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
パ
ー
ク
上
映
中

虹
の
橘
、
／
９
１

欽
ち
ゃ
ん
の
シ
ネ
マ
ジ
ャ
ッ
ク

、
／
９
１
躯

☆
香
雪
美
術
館

館
蔵
茶
の
湯
の
美
術皿

／
１
１
浬
／
狸

★
Ｅ
Ａ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

坂
田
ル
ッ
子

丙
昇
呂
弄
◎
や
、
冨
農
ざ
皇
国
鼻
の

、
／
釦
ｌ
ｕ
／
７

フ
ェ
ル
ト
ワ
ー
ク
展皿／

３
超
時
半
ｌ

☆
神
戸
阪
急
６
ｍ
イ
ベ
ン
ト
サ
ロ
ン

福
井
恵
子
の
ほ
の
ぼ
の
フ
ラ
ッ
グ
・

ア
ー
ト
展
、
／
空
Ｉ
”

☆
ト
ア
ロ
ー
ド
画
廊

宮
崎
み
よ
し
展
加
／
型
１
，
／
４

☆
海
文
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー

菅
原
沈
人
展
、
／
鍋
ｌ
”

☆
ギ
ャ
ル
リ
ー
オ
プ
ジ
ェ

高
塚
省
吾
展
ｍ
／
亜
ｌ
鯉

★
ア
サ
ヒ
シ
ネ
マ

リ
バ
ー
“
ラ
ン
ズ
・
ス
ル
ー
・
イ
ッ
ト

上
映
中

魅
せ
ら
れ
て
四
月
、
／
２
，
１

セ
・
ラ
・
ヴ
ィ
、
／
２
１

蕊妬
：

蕊蕊翻

貴
：
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『
オ
ル
ラ
ン
ド
』

人
間
に
は
い
つ
も
ナ
ニ
と
い
う
こ
と
で
苦
し
ん
だ
り
楽
し
ん
だ

。
●

り
し
て
い
る
。
「
男
」
っ
て
ナ
ニ
？
「
女
」
っ
て
ナ
ニ
？
一
一
一
○
年

四
○
年
の
夫
婦
で
さ
え
そ
の
ナ
ニ
を
知
り
た
く
、
ま
た
発
見
も
す

る
。
同
じ
人
間
で
あ
り
な
が
ら
男
に
生
れ
て
く
る
も
の
、
女
に
生

れ
て
く
る
も
の
、
女
の
性
格
、
男
の
性
格
、
こ
れ
が
は
っ
き
り
し

て
い
る
よ
う
で
は
っ
き
り
し
て
し
ま
わ
な
い
。
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
型

の
男
が
一
瞬
ね
ち
こ
ち
と
女
み
た
い
な
性
格
を
見
せ
る
。
小
さ
く

台
所
の
す
み
で
ご
は
ん
の
用
意
ば
か
り
し
て
い
た
妻
君
が
と
た
ん

に
ひ
ら
き
な
お
っ
た
り
し
て
亭
主
を
お
ど
ろ
か
す
。
人
間
は
男
と

女
に
、
そ
う
き
ま
っ
て
は
い
な
い
。
あ
そ
こ
が
ち
が
う
だ
け
。
と

こ
ろ
が
ア
ダ
ム
の
ろ
っ
こ
つ
の
一
本
を
ぬ
き
と
っ
て
そ
れ
が
イ
ブ

に
な
っ
た
と
イ
ロ
ハ
の
イ
の
字
の
教
え
が
あ
っ
て
、
そ
れ
で
男
を

第
一
に
作
り
、
女
は
そ
の
あ
と
作
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

男
が
男
を
好
い
た
こ
と
を
語
っ
た
の
が
イ
ギ
リ
ス
人
の
オ
ス
カ

ア
・
ワ
イ
ル
ド
、
そ
し
て
ず
っ
と
の
ち
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル

フ
。
男
の
作
家
の
ワ
イ
ル
ド
描
く
「
ド
リ
ア
ン
。
グ
レ
イ
の
肖
像
」

の
美
青
年
は
三
○
年
五
○
年
い
つ
こ
う
老
け
ぬ
の
に
彼
の
肖
像
画

は
一
年
ご
と
に
老
け
て
ゆ
く
。
女
の
作
家
の
ウ
ル
フ
の
小
説
「
オ

ル
ラ
ン
ド
」
も
、
こ
こ
に
つ
い
に
映
画
と
な
っ
た
。
美
青
年
オ
ル

ラ
ン
ド
が
四
○
○
年
も
羊
圭
目
年
の
ま
ま
生
き
つ
づ
け
た
と
い
う
だ

け
で
な
く
美
青
年
の
オ
ル
ラ
ン
ド
は
や
が
て
女
に
な
り
性
器
ま
で

女
に
な
っ
て
つ
い
に
妊
娠
し
て
子
供
ま
で
生
む
。
ウ
ル
フ
描
く
こ

の
「
オ
ル
ラ
ン
ド
」
も
男
女
の
差
と
い
う
も
の
を
見
つ
め
さ
す
。

ど
ち
ら
も
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
何
年
た
っ
て
も
老
け
ぬ
こ
と
だ

っ
た
。
ワ
イ
ル
ド
も
ウ
ル
フ
も
一
番
お
そ
れ
た
の
は
男
も
女
も
た

．'蝋急寿。

ティルダ・スウィントン演じる､ オルランド｡

男
が
女
に
な
っ
た
四
○
○
歳
の

１
１３０
１

し
か
に
老
け
る
こ
と
。
そ
こ
で
ウ
ル
フ
は
美
青
年
オ
ル
ラ
ン
ド
を

四
○
○
才
と
い
う
年
齢
に
ま
で
生
き
つ
づ
け
さ
せ
た
の
か
。

×
‐

こ
の
あ
い
だ
銀
座
の
セ
ゾ
ン
劇
場
で
玉
三
郎
演
ず
る
「
エ
リ
ザ

ベ
ス
女
王
」
を
見
た
。
こ
の
芝
居
は
イ
ギ
リ
ス
人
が
書
い
た
芝
居

て
か
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
は
実
は
男
だ
っ
た
と
い
う
芝
居
。
舞

台
は
第
二
幕
へ
と
進
ん
で
ヘ
ン
リ
ー
何
と
か
卿
が
エ
リ
ザ
ベ
ス
の

寝
所
で
彼
女
に
恋
を
打
ち
あ
け
て
迫
る
。
そ
の
と
き
顔
伏
せ
て
い

た
エ
リ
ザ
ベ
ス
が
す
べ
て
を
打
ち
あ
け
信
じ
え
ぬ
彼
の
ま
え
で
衣

服
を
脱
ぎ
め
く
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
場
内
は
海
の
底
の
ご
と
く
静

ま
り
、
玉
三
郎
ま
で
を
も
実
は
男
で
あ
っ
た
の
だ
と
あ
ら
た
め
て

悟
る
。
し
か
し
ヘ
ン
リ
ー
な
に
が
し
は
思
い
つ
め
あ
き
ら
め
か
ね

#蟻

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



を
描
き
な
が
ら
ウ
ル
フ
に
（
女
）
と
（
男
）
を
私
た
ち
に
手
で
さ

わ
ら
せ
て
ゆ
く
。
美
し
さ
の
あ
ま
り
あ
ま
た
あ
る
女
性
と
の
い
ろ

ご
と
が
や
が
て
オ
ル
ラ
ン
ド
を
三
日
四
日
五
日
と
死
せ
る
が
ご
と

く
眠
り
つ
づ
け
さ
せ
た
あ
と
、
ふ
と
目
ざ
め
る
や
オ
ル
ラ
ン
ド
は

自
分
が
女
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
あ
わ
て
て
大
鏡
に
我
が

裸
身
を
う
つ
し
た
と
こ
ろ
ま
さ
し
く
女
。
こ
こ
で
日
本
の
検
閲
が

こ
こ
の
一
部
を
カ
ッ
ト
せ
ん
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
映
画
輸
入

も
と
の
フ
ラ
ン
ス
映
画
社
の
副
社
長
川
喜
多
和
子
さ
ん
、
こ
れ
と

争
い
、
つ
い
に
ヘ
ア
を
消
す
こ
と
な
く
こ
の
シ
ー
ン
を
無
事
と
お

さ
せ
た
が
、
哀
れ
和
子
さ
ん
こ
の
あ
と
数
日
に
し
て
死
亡
（
六
月

七
日
。
五
十
三
才
）
惜
し
く
も
「
オ
ル
ラ
ン
ド
」
が
和
子
さ
ん
の

お
き
み
や
げ
と
な
っ
た
の
だ
。

「
オ
ル
ラ
ン
ド
」
は
イ
ギ
リ
ス
の
女
の
監
督
の
サ
リ
ー
・
ポ
ッ

男
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
を
抱
き
し
め
こ
の
男
と
男
は
強
く
接
吻
し
て
し

ま
う
。ぐ

う
ぜ
ん
映
画
の
「
オ
ル
ラ
ン
ド
」
を
思
わ
せ
た
芝
居
で
は
あ

っ
た
が
ウ
ル
フ
描
く
小
説
「
オ
ル
ラ
ン
ド
」
は
あ
ま
り
の
美
し
き

美
青
年
オ
ル
ラ
ン
ド
に
見
と
れ
た
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
が
〃
そ
な
た

が
そ
の
美
し
さ
を
二
○
年
三
○
年
五
○
年
い
つ
ま
で
も
持
ち
得
た

な
ら
、
あ
の
屋
敷
と
あ
わ
せ
巨
財
を
つ
か
わ
そ
う
″
と
命
じ
、
オ

ル
ラ
ン
ド
は
四
○
○
年
を
生
き
の
び
る
。
こ
こ
に
ウ
ル
フ
の
二
重

の
扉
が
あ
り
、
ひ
と
つ
は
永
遠
に
老
け
ぬ
こ
と
へ
の
あ
こ
が
れ
を
、

い
ま
ひ
と
つ
は
オ
ル
ラ
ン
ド
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
か
ら
あ
た
え
ら
れ
る

と
い
う
豪
邸
と
巨
財
、
い
う
な
ら
ば
こ
の
二
つ
の
欲
、
美
と
巨
財

へ
の
あ
こ
が
れ
を
も
っ
て
四
○
○
年
を
生
き
の
び
た
と
見
る
こ
の

●
●

扉
の
中
味
。
つ
ま
り
は
「
い
ろ
」
と
「
よ
く
」
毒
」
の
人
間
の
ご
う

ふと目さめると女性の姿に…

タ
ー
の
一
九
九
三
年
度
作
品
。
ウ
ル
フ
の
小
説
は
そ
れ
よ
り
早
く

一
九
二
八
年
初
版
。

映
画
の
オ
ル
ラ
ン
ド
は
テ
ィ
ル
ダ
・
ス
ウ
ィ
ン
ト
ン
（
女
優
）

が
演
じ
た
。
一
時
間
三
十
四
分
の
カ
ラ
ー
。
こ
の
一
時
間
三
十
四

分
に
イ
ギ
リ
ス
、
ロ
シ
ア
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ

が
協
力
し
た
。
九
月
四
日
の
初
日
は
あ
い
に
く
す
ご
い
嵐
。
そ
れ

な
の
に
第
一
回
か
ら
場
内
万
席
。
日
比
谷
シ
ャ
ン
テ
。
シ
ネ
・
２
．

か
く
も
世
間
に
興
味
を
あ
た
え
た
の
は
、
女
は
男
に
な
り
た
く
、

男
は
口
に
こ
そ
出
さ
ぬ
が
一
度
は
女
に
な
っ
て
み
た
い
、
こ
の
人

間
自
然
の
野
望
が
今
や
野
望
で
な
く
人
間
ひ
と
と
き
の
現
実
ド
リ

ー
ム
と
な
っ
て
き
て
い
る
が
ゆ
え
に
こ
の
映
画
は
初
日
か
ら
人
気

を
わ
か
し
た
わ
け
か
。

男
が
女
に
な
り
た
い
。
女
が
男
に
な
り
た
い
。
こ
の
心
の
奥
の

手
さ
ぐ
り
が
、
や
が
て
愛
を
は
ぐ
く
み
、
そ
の
愛
が
セ
ッ
ク
ス
に

ま
で
き
わ
ど
く
進
む
の
を
罪
悪
と
し
た
。
愛
を
い
ま
し
め
る
こ
と

こ
そ
罪
悪
と
い
う
も
の
を
。
誰
が
、
か
か
る
タ
ブ
ー
を
生
ん
だ
の

か
。

「
オ
ル
ラ
ン
ド
」
は
日
比
谷
の
シ
ャ
ン
テ
・
シ
ネ
・
２
で
は
す

で
に
十
一
月
ま
で
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
が
予
定
さ
れ
、
さ
ら
に
こ
の
年

を
こ
す
か
も
し
れ
な
い
。

１
１３１
１
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１
１３２
１

の
○
匡
麺
三
ｍ
『
・
篇

☆
ふ
る
里
の
味
を
き
わ
め
た
古

泉
閣
の
精
進
料
理
を
ど
う
ぞ

秋
が
深
ま
る
と
楽
し
み
な
の

が
有
馬
の
紅
葉
で
す
。
有
馬
古

泉
閣
の
名
庭
園
を
望
む
〃
慶
月
″

で
い
た
だ
く
精
進
料
理
は
ま
た

格
別
。
こ
の
糖
進
料
理
は
縁
あ

っ
て
飛
騨
高
山
よ
り
の
伝
統
を

受
け
継
い
だ
も
の
で
、
材
料
も

飛
騨
よ
り
取
り
寄
せ
て
い
ま

す
。
生
ぐ
さ
も
の
は
一
切
使
わ

な
い
禅
宗
の
本
膳
形
式
で
す
。

そ
の
い
わ
れ
や
歴
史
を
店
の
人

に
聞
き
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と

く
つ
ろ
い
で
み
て
下
さ
い
。

回
予
約
・
問
い
合
わ
せ

宮
（
０
７
８
）
９
０
４
１
０
７
３
１

鍵
古泉閣、雪精進”

。
○
匡
力
三
ｍ
『
・
画

★
普
茶
料
理
は
お
早
目
に

眉
寿
（
梅
干
天
プ
ラ
）
に
雲

片
（
野
菜
の
葛
揚
）
。
聞
く
だ

け
で
お
腹
が
す
い
て
き
そ
う
な

品
々
は
、
ホ
テ
ル
全
但
の
中
国

式
精
神
料
理
、
普
茶
料
理
の
一

部
。
ｍ
月
末
ま
で
は
コ
ー
ス

４
，
５
０
０
円
（
ｎ
時
か
ら
哩ホテル全但も生の蟹すきﾞ

時
ま
で
は
３
，
５
０
０
円
）
で

楽
し
め
ま
す
。

ｎ
月
か
ら
は
、
生
の
蟹
す
き

が
５
，
８
０
０
円
で
味
わ
え
ま

す
。
忘
年
会
を
早
目
に
ご
予
約

の
方
に
は
特
典
つ
き
で
す
。

回
予
約
・
問
い
合
わ
せ

宮
（
０
７
８
）
３
９
１
‐
３
８
３
８

'蕊
横尾忠則さん（右端）とマーク・コスタピさん（左端) 。

R , 敦

一
『
ア
Ｆ
六
の
エ
○
三
一

一
★
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら

一
宇
芸
術
を
語
る

９
月
蛤
日
（
金
）
午
後
１
時
よ

一
り
神
戸
ハ
ー
パ
ー
ラ
ン
ド
ー
ー
ュ

ー
オ
ー
タ
ニ
で
日
本
の
代
表
的

な
現
代
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
横
尾

忠
則
さ
ん
と
ア
メ
リ
カ
の
新
進

一
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
マ
ー
ク
．
コ
ス

ー
タ
ビ
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
て

一
「
Ｕ
Ｃ
Ｃ
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー

一
を
飲
む
会
」
が
開
か
れ
ま
し

｜
た
。
両
氏
の
コ
ラ
ポ
レ
ー
シ
ョ

ー
ン
展
－
同
一
画
面
で
の
共
同
制

一
作
Ｉ
が
９
月
羽
日
（
木
）
よ
り
加

月
恥
日
（
火
）
ま
で
神
戸
阪
急
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
日
は
お
宝
人
の
芸
術

論
や
共
同
制
作
の
ス
ラ
イ
ド
も

上
映
さ
れ
ま
し
た
。

「
ア
②
エ
一
ｏ
ｚ

☆
ベ
ニ
ー
は
、
お
酒
落
な

神
戸
っ
子
達
の
注
目
の
的

神
戸
国
際
会
館
１
階
に
あ
る

イ
ン
ポ
ー
ト
ブ
テ
ィ
ッ
ク
〃
ベ

一
一
Ｉ
″
は
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
一

ど
の
小
物
か
ら
、
た
め
息
の
出
一

そ
う
な
毛
皮
ま
で
、
お
栖
落
な
一
．

ア
イ
テ
ム
が
勢
揃
い
。
．

こ
の
冬
、
注
目
さ
れ
そ
う
な
．
一

の
は
、
ニ
ッ
ト
フ
ァ
ー
と
呼
ば

れ
る
も
の
で
、
柔
ら
か
い
毛
を

レ
ー
ザ
ー
カ
ッ
ト
し
、
ニ
ッ
ト

と
合
わ
せ
て
編
み
上
げ
た
新
感
《

禰
蕊
毎
吋
織
騨
瀦
一

の
で
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
に
着
こ
な
一

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。「

毛
皮
を
ま
と
っ
て
車
を
運
転

す
る
‐
｜
の
が
、
こ
の
冬
の
お
栖

落
注
目
度
ナ
ン
バ
ー
１
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。i蕊蕊

気軽に毛皮を楽しんで下さい。

ＳＰＥＣＩＡＬＭＥＳＳＡＧＥ

神戸百店会だより
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１
１３３
１

P E O P L E ＜1 1 6 ＞

、小さい頃から鰹作ること”が大好き
霧諾さん蕊舗.店長〉
板前歴2 7 年という戎さんは、三宮神社の東の通り
にある日本料理店“栄弥”の店長さん。この道に入
った時､ ｢ 自分の天職」と思われたとか。優しい人当
たりと昔ながらの職人気質。柔と剛の両面を合わせ
持ったお人柄｡ ｢ 美味しく楽しく食事してもらうと嬉
しい」と、ネタ選びから店の雰囲気にまで注意を怠
らず、「舌の肥えたお客様が多い。コミュニケーシ
ョンしながら勉強させてもらってます」あくまでも
謙虚な姿勢を崩しませんでした。

『
○
で
一
○
め

⑮
秋
の
グ
ル
メ
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
一

ち
せ
王
○

神
戸
の
グ
ル
メ
ス
ポ
ッ
ト
を
め
一

ぐ
る
ス
タ
ン
プ
・
ラ
リ
ー
，
、
『
グ
ー

ル
メ
ゴ
ー
ラ
ウ
ン
ド
」
。
今
年
も
一
○

９
月
お
日
（
木
）
ｌ
皿
月
訓
日
（
火
二

ま
で
催
さ
れ
ま
幸
も

態
も

お
店
の
ス
タ
ン
プ
３
つ
を
錐
め
○
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

て
応
募
す
る
と
抽
選
で
、
神
戸
市
シ
ュ
ー
ル
レ
ゼ
ー
ル
・
エ
ス
テ

内
の
有
名
ホ
テ
ル
の
お
食
蛎
券
や
レ
ー
ラ
・
桂
林
・
日
本
料
理
生

神
戸
ビ
ー
フ
な
ど
、
神
戸
な
ら
で
野
・
た
ん
熊
・
呪
石
菊
水
・
北

は
の
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
野
・
レ
ス
カ
ル
・
ミ
ラ
ベ
ル
・

り
ま
す
。
最
終
締
め
切
り
は
ｎ
月
一
パ
サ
ー
ジ
ュ

如
日
。
今
回
は
、
、
月
皿
日
ま
で
一
一
○
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ァ
ホ
テ
ル

に
応
募
す
る
と
「
ジ
パ
ン
シ
ィ
衣
一
一
ノ
ラ
ン
シ
ャ
ペ
ル
・
プ
レ
ン
デ

裳
文
化
歴
」
の
入
掛
券
も
当
た
る
ト
ワ
ー
ル
・
衆
栽
園
・
但
馬
・

ダ
プ
ル
チ
十
ン
ス
も
あ
り
ま
寺
も
サ
ン
マ
ロ
・
レ
ス
タ
カ
ー
ド
・

神
戸
っ
子
百
店
会
か
ら
の
参
加
招
菰
楼
・
水
野
・
京
和
凹
・
ベ

店
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
陰
恥
ル
ク
ー
ル
・
や
わ
ら
ぎ
・
ひ
ら

○
Ｕ
Ｃ
Ｃ
カ
フ
ェ
・
ピ
ニ
ナ
モ
職
・
風
月
堂
・
レ
ヴ
ァ
ン
テ
・

ザ
イ
ク
２
Ｆ
カ
フ
ェ
デ
イ
ス
コ
キ
ー
ノ
ー
ッ

一
蕊
一
職

三
，
三
ｍ

★
刑
額
縁
絵
画
総
合
見
本
市

ｉ
感
性
の
夢
空
間
１
．

毎
年
恒
例
の
末
積
製
額
㈱
の

見
本
市
が
９
月
１
日
・
２
日
に

会
場
を
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
か
ら

ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
に
移
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
得
意
先
関
係

な
ど
全
国
か
ら
約
仙
社
を
集
め

て
の
見
本
市
で
、
こ
れ
か
ら
の

芸
術
の
秋
に
先
が
け
て
新
作
が

一
堂
に
集
め
ら
れ
て
い
ま
し
た

３
万
円
前
後
に
人
気
が
集
中

し
て
い
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、

こ
れ
か
ら
の
シ
ー
ズ
ン
、
プ
レ

ゼ
ン
ト
用
と
し
て
の
需
要
も
増

え
る
こ
と
を
見
込
ん
で
、
日
本

の
若
手
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の

１
１
２
万
円
の
作
品
も
か
な
り

の
受
注
が
つ
い
た
よ
う
で
す
。

一
鞍
識
灘

鮮
§
織
農
Ⅷ
＄
》
右
方
蛙
ハ
ミ
ヵ
抑
↓
圭
王

P R E S E N T
C ＯＲＮＥＲ

▽
応
募
方
法
、
紫
誓
に
住
所
、
氏
名
、
近
話
番
号
、
希

望
す
る
商
品
名
を
明
記
の
上
、
神
戸
市
中
央
区
東
町

ｍ
ｌ
ｌ
大
神
ピ
ル
９
Ｆ
「
月
刊
神
戸
っ
子
」
神
戸
百

店
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
ご
応
募
下
さ
い
。
９
月
末

日
消
印
ま
で
有
効
で
す
。
当
迦
者
に
は
神
戸
っ
子
か

ら
当
選
莱
智
を
発
送
、
葉
脊
を
持
っ
て
神
戸
っ
子
ま

で
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



☆
須
磨
・
妙
法
寺
で

お
い
し
く
食
べ
て
、
寛
い
で

地
下
鉄
妙
法
寺
駅
下
車
、
北

西
に
伸
び
る
坂
道
を
３
分
ほ
ど

上
っ
た
と
こ
ろ
に
、
ビ
ス
ト
ロ

ヨ
固
涛
四
目
息
巨
（
わ
か
ま
つ
）

が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
「
周
り
が

住
宅
街
な
の
で
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

…
で
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
…
」
と
マ
ス
タ
ー
の
白

井
浩
一
さ
ん
。
深
み
の
あ
る
ダ

ー
ク
オ
ー
ク
調
で
統
一
さ
れ
た

店
内
は
四
季
の
花
々
が
彩
り
を

添
え
、
居
心
地
の
よ
い
リ
ビ
ン

グ
を
思
わ
せ
る
。

デ
ィ
ナ
ー
は
和
風
の
大
皿
に

生
ハ
ム
や
ス
テ
ー
キ
な
ど
５
品

が
美
し
く
盛
ら
れ
た
妙
法
寺
セ

ッ
ト
（
１
５
０
０
円
）
が
人
気
。

お
料
理
の
腕
を
ふ
る
う
の
は
弟

の
正
章
さ
ん
、
ホ
テ
ル
で
修
業

を
積
ん
で
き
た
正
統
派
の
味
が

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
で
楽
し

め
る
。
お
昼
に
は
、
日
替
り
ラ

ン
チ
（
７
８
０
円
）
ほ
か
、
種

の
セ
ッ
ト
が
。
ま
た
夜
に
は
バ

ー
タ
イ
ム
も
あ
る
の
で
カ
ウ
ン

タ
ー
で
静
か
に
グ
ラ
ス
を
傾
け

て
み
て
は
。

■
須
磨
区
妙
法
字
荒
打
３
１
９

面
ｍ
Ｉ
ｍ
Ｉ
２
６
６
５
加
時
ｌ
脳
時

打
時
半
１
飽
時
水
昭
日
定
休

☆
飲
茶
感
覚
の
ヌ
ー
ベ
ル
シ
ノ

ワ
ー
ズ

居
留
地
犯
番
館
４
階
に
オ
ー

プ
ン
し
た
〃
蘭
亭
茶
叙
（
ラ
ン

テ
ィ
ン
テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス
）
〃
。
メ

ニ
ュ
ー
、
イ
ン
テ
リ
ア
と
も
に

欧
華
の
文
化
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

取
り
入
れ
た
、
女
性
向
け
の
洗

練
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
の
お
店

だ
。
こ
こ
の
「
中
華
料
理
」
は

こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
素
材
の

組
み
合
わ
せ
や
、
油
。
塩
を
控
え

た
淡
白
な
味
、
フ
ラ
ン
ス
料
理

風
の
盛
り
つ
け
な
ど
が
特
徴
。

び
っ

白井浩一さん〔左) と正章さんの息もぴったり５

旧居留地3 8 番館でのんびりティータイム

134

野
菜
の
テ
リ
ー
ヌ
（
即
円
）
ミ

ニ
葉
飯
（
Ⅷ
円
）
チ
ャ
ー
シ
ュ

ー
パ
イ
（
捌
円
）
と
、
お
腹
い

つ
ぱ
い
に
食
べ
る
と
い
う
よ
り

は
、
友
達
と
会
話
を
楽
し
み
な

が
ら
美
味
し
い
も
の
を
少
し
ず

つ
食
べ
た
い
と
い
う
時
に
ぴ
っ

た
り
。
デ
ザ
ー
ト
の
お
す
す
め

は
バ
ナ
ナ
を
蕎
麦
粉
の
生
地
で

包
ん
だ
ク
レ
ー
プ
（
伽
円
）
カ

ス
タ
ー
ド
フ
リ
ッ
タ
ー
（
剛
円
）

蓮
の
実
の
パ
イ
、
な
つ
め
の
パ

イ
な
ど
。
紅
茶
、
弥
排
は
各
種

抑
円
。
ま
た
、
中
国
茶
各
種
（
伽

円
）
は
一
流
ホ
テ
ル
に
も
お
い

て
い
な
い
ほ
ど
の
超
高
級
品
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。
ド
リ

ン
ク
や
デ
ザ
ー
ト
だ
け
の
オ
ー

ダ
ー
も
Ｏ
Ｋ
・

国
中
央
区
明
石
町
㈹
番
地
旧
居
留
地
犯

番
館
４
Ｆ
宮
、
ｌ
知
１
４
０
８
６

Ⅷ
時
Ｉ
別
時
水
曜
休

☆
陽
気
に
イ
タ
リ
ア
ン
ノ
．

ホ
テ
ル
シ
ェ
レ
ナ
本
館
１
階

の
イ
タ
リ
ア
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン

〃
ベ
ル
ナ
ー
ル
″
で
は
加
月
４

日
（
月
）
よ
り
ｎ
月
記
日
（
日
）
ま

で
イ
タ
リ
ア
料
理
フ
ェ
ア
が
開

か
れ
る
。
ラ
ン
チ
セ
ッ
ト
は
１

２
０
０
円
と
１
５
０
０
円
、
デ

イ
ナ
ー
セ
ッ
ト
は
３
０
０
０
円

と
４
０
０
０
円
。
素
材
本
’
来
の

旨
味
を
地
方
ご
と
の
多
彩
な
お

料
理
で
楽
し
め
る
イ
タ
リ
ア
料

理
の
魅
力
を
本
場
さ
な
が
ら
に

味
わ
え
る
。

〃
グ
ル
メ
デ
ィ
ア
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
伽
″

の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
「
グ
ル
メ
。

ゴ
ー
ラ
ウ
ン
ド
（
９
／
蝿
ｌ
ｕ

／
鋤
）
に
も
参
加
し
て
い
る
。

ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
グ
ル
メ
の

秋
を
満
喫
し
て
み
て
は
。

F躍繊調

3 0 0 0 円のディナーセット
( 1 1 ／１～２８のメニュー〕

国
神
戸
市
中
央
区
元
町
通
６
１
２
１
吃

河
噸
ｌ
師
１
３
３
３
３
無
休

Ⅲ
時
１
２
時
Ⅳ
時
ｌ
犯
時

蕊蕊
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１
３５
１

☆
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
秋
も
深
ま
り
人
恋
し
く
な
入
れ
て
み
た
り
創
意
工
夫
さ
２
０
０
０
円
）
も
あ
る
。

グ
ル
メ
ス
ボ
ッ
ト
る
季
節
に
、
心
ま
で
ポ
カ
ポ
れ
た
欧
風
料
理
が
一
度
に
楽
ｎ
月
ｎ
日
は
チ
ー
ズ
の
日

チ
ー
ズ
フ
ォ
ン
デ
ュ
の
お
店
力
と
暖
か
く
な
る
チ
ー
ズ
フ
し
め
る
。
ワ
イ
ン
は
日
本
人
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
日
は

フ
ロ
マ
ー
ジ
ュ
ク
ロ
オ
ン
デ
ュ
は
い
か
が
で
し
よ
向
け
に
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
た
フ
特
別
に
チ
ー
ズ
の
原
形
で
あ

I鍵蕊
う
。
北
野
坂
沿
い
コ
ー
ナ
ー
ロ
マ
ー
ジ
ュ
ク
ロ
の
プ
ラ
る
、
〃
蘇
（
そ
）
〃
を
サ
ー
ビ
ス
。

ハ
ウ
ス
Ｄ
Ｏ
４
Ｆ
の
〃
プ
ロ
イ
ベ
ー
ト
ポ
ト
ル
。
グ
ル
ー
１
２
０
０
年
頃
ま
で
日
本
で

マ
ー
ジ
ュ
ク
ロ
〃
は
チ
ー
プ
で
ワ
イ
ワ
イ
と
ワ
イ
ン
を
も
食
さ
れ
て
い
た
と
い
う

ズ
フ
ォ
ン
デ
ュ
を
気
軽
に
食
飲
み
な
が
ら
チ
ー
ズ
フ
オ
ン
〃
蕪
〃
を
食
べ
て
、
あ
な
た

く
さ
せ
て
く
れ
る
お
店
。
デ
ュ
を
つ
つ
く
の
も
よ
し
、
も
チ
ー
ズ
通
に
な
っ
て
は
？

、
メ
ニ
ュ
ー
は
ラ
ン
チ
－
５
カ
ッ
プ
ル
で
仲
良
く
熱
－
い
画
神
戸
市
中
央
区
山
本
通
１
１
７
１

０
０
円
か
ら
、
シ
ェ
フ
の
お
チ
ー
ズ
を
フ
ウ
フ
ウ
し
な
が
Ⅲ
コ
ー
ナ
ー
ハ
ウ
ス
Ｄ
０
４
Ｆ

す
す
め
コ
ー
ス
（
５
０
０
０
ら
食
べ
る
の
も
ま
た
楽
し
旭
時
１
Ｍ
時
半
（
オ
ー
ダ
ー
ス
ト
ッ

円
）
で
は
、
チ
ー
ズ
フ
オ
ン
い
。
お
持
ち
帰
り
用
チ
ー
ズ
庖
歩
プ
布
繰
痢
稚
（
舜
卿
庖
卿
に

デ
ュ
と
、
和
の
食
材
を
取
り
フ
ォ
ン
デ
ュ
（
２
１
３
人
分
７
２
２
３
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